
○防災拠点としての機能を確保するために、Ｂ１階の柱頭に免震装置を組み込む中間階免震工法を用いて改修を行います。 平成１８年１０月　　　発行

H16名古屋第２合同庁舎耐震改修工事ニュースＮＯ．１７

・Ｂ１階の書庫・倉庫の仕上工事を引続き行います。

・中央階段　地下階の仕上が完了し供用開始しました。替わり

に西側の階段仕上を行っています。

・Ｂ１階車庫は仮倉庫を解体してから、天井を仕上げて、床を

防水します。

・正面玄関のアスファルト舗装を順次施工していきますので、

アプローチの場所がその都度、変わりますのでご了承下さい。

＊工事についての質問等は下記までご連絡下さい

　中部地方整備局　営繕部
　保全指導・監督室　　奥村　TEL 052 – 953 – 8196

■ １０月の主な作業内容

B1階　中央階段

免震階段に改修完了しました。

B1階　整備局書庫

内装仕上工事が完了しました。

自家発電機用煙突(手前)と電気室の排気塔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1階踊り場部分　免震手摺

地震時、階段の床がスライドしても、手摺が変形して壊れ
ないようになっています。

地下階段の免震構造

スリット

免震手摺

上部構造

下部構造
縁が切れているため、地震時
は別々の動きをする。


